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８
月
23

日
㈮
、
作
手
総
合
支
所

に
お
い
て
第
５
回
地
域
協
議
会
を
開

催
し
、
平
成
26

年
度
作
手
地
域
自

治
区
予
算
案
を
作
成
し
ま
し
た
（
下

表
参
照
）
。 

 

作
手
地
域
自
治
区
予
算
は
、
作
手

地
域
の
課
題
解
決
や
活
性
化
に
向
け

て
、
地
域
協
議
会
で
事
業
計
画
を
作

成
し
、
市
が
事
業
を
行
う
予
算
で

す
。
作
手
地
域
に
配
分
さ
れ
た
予
算

上
限
額
は
、
７
５
０
万
円
。
限
ら
れ

た
予
算
の
範
囲
で
「
作
手
を
元
気
に

し
て
い
く
た
め
に
、
何
を
し
て
い
く

か
」
、
７
月

25

日
㈭
の
臨
時
地
域

協
議
会
、
８
月
２
日
㈮
の
第
４
回
地

域
協
議
会
で
議
論
を
重
ね
、
事
業
計

画
案
を
絞
り
込
み
ま
し
た
。 

 

今
回
、
地
域
協
議
会
で
自
治
区
予

算
案
を
検
討
す
る
に
当
た
り
、
作
手

に
住
む
皆
さ
ん
が
、
何
に
困
っ
て
い

る
の
か
、
元
気
な
作
手
に
し
て
い
く

た
め
に
何
を
望
ん
で
い
る
の
か
を
知

る
必
要
が
あ
る
、
と
考
え
ま
し
た
。 

 

ま
ず
、
今
年
度
中
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
課
題
や
意
見
を
ま
と
め

ま
す
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
来
年

度
、
作
手
地
域
内
の
団
体
な
ど
を
対

象
に
直
接
意
見
を
お
聞
き
し
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
合
意
形
成
を
図

り
な
が
ら
、
作
手
地
域
の
方
向
性
を

見
出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
短
期
・
中
期
・
長
期
の
計
画

を
定
め
る
こ
と
で
、
地
域
自
治
区
予

算
の
事
業
計
画
の
作
成
に
生
か
し
て

い
き
ま
す
。 

 

事
業
費
は
、
主
に
意
見
聴
取
及
び

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
を
専
門
家

へ
委
託
す
る
費
用
で
す
。 

 

地 域 協 議 会 

だ よ り 

 ◆平成２６年度作手地域自治区予算案 

№ 事 業 名 内   容 予算額(円) 

１ 
作手地域まちづくり計画

（仮称）策定事業 

地域内の団体などからの意見聴取

やワークショップを行い、作手地

域の活性化計画を策定する 

3,500,000 

２ つくでっ子元気事業 

小中学生を対象に、スポーツ・文

化の講習会や講演会を行い、学習

意欲の向上を図る 

500,000 

３ 地域活性化備品充実事業 

簡易テントを購入し、地域活性化

を目的とした催事を行う団体など

への貸し出しを行う 

498,000 

４ 防災倉庫備品充実事業 

市指定避難所４箇所（作手農村集

落多目的共同利用施設、作手小学

校北校舎、作手小学校南校舎、作

手農村環境改善センター）にある

防災倉庫の備品の充実を図る 

2,893,000 

５ 地域安全安心啓発事業 

安全安心啓発の反射板を各行政区

に配布し、カーブミラーの支柱な

どに設置する 

109,000 

 7,500,000 合   計 
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第
５
回
地
域
協
議
会
開
催 

 作
手
地
域
自
治
区
予
算
案
概
要 

作
手
地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
仮

称
）
策
定
事
業 
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小
中
学
生
を
対
象
に
、
ス
ポ
ー
ツ

や
文
化
の
講
習
会
・
講
演
会
を
開
催

し
、
児
童
生
徒
の
学
習
意
欲
の
向
上

を
図
り
ま
す
。
旧
作
手
村
時
代
に
開

催
さ
れ
て
い
た
文
化
講
演
会
が
盛
況

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
地

域
の
人
も
参
加
で
き
る

よ
う
学
校
と
調
整
し
て

い
き
ま
す
。 

     

簡
易
テ
ン
ト
を
購
入
し
、
定
住
促

進
Ｐ
Ｒ
活
動
や
地
域
活
性
化
を
目
的

と
し
た
催
事
を
行
う
団
体
な
ど
へ
の

貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。
宗
教
活
動

や
営
利
目
的
の
活
動
は
除
く
な
ど
、

貸
出
要
綱
も
整
備
し
ま
す
。 

 

市
指
定
避
難
所
４
箇
所
（
作
手
農

村
集
落
多
目
的
共
同
利
用
施
設
、
作

手
小
学
校
北
校
舎
、
作
手
小
学
校
南

校
舎
、
作
手
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
）
に
設
け
ら
れ
た
防
災
倉
庫
の

備
品
の
充
実
を
図
り
ま
す
。 

 

防
災
倉
庫
備
品
は
、
国
か
ら
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
各
自
治
体
で
独
自
に
整
備
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
他
市
の

防
災
倉
庫
備
品
と
比
べ
、
不
足
し
て

い
る
も
の
な
ど
（
ラ
ジ
オ
、
救
急

箱
、
懐
中
電
灯
、
メ
ガ
ホ
ン
、
チ
ェ

ン
ソ
ー
、
避
難
所
照
明
器
具
（
バ

ル
ー
ン
投
光
機
）
、
既
存
よ
り
高
出

力
の
発
電
機
）
を
整
備
し
ま
す
。 

 

防
犯
や
交
通
安
全
の
注
意
喚
起
文

な
ど
を
記
し
た
反
射
板
を
購
入
し
ま

す
。
各
行
政
区
に
配
布
し
、
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
の
支
柱
等
に
設
置
す
る
こ
と

で
安
全
安
心
啓
発
を
行
い
ま
す
。 

 

作
手
地
域
自
治
区
予
算
案
に
対
し

て
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集

し
ま
す
。 

▼
募
集
期
間 

 

８
月
30
日
㈮
～
９
月
19
日
㈭ 

▼
提
出
方
法 

 

住
所
及
び
氏
名
を
ご
記
入
の
上
、

①
か
ら
④
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
ご

提
出
（
任
意
様
式
）
く
だ
さ
い
。 

①
作
手
自
治
振
興
事
務
所
へ
持
参
す 

 

る
。 

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
、
午 

 

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分 

②
郵
送
す
る
。 

 

〒
４
４
１
‐
１
４
９
２ 

 

（
住
所
記
入
不
要
） 

 

新
城
市
役
所 

作
手
総
合
支
所
内 

 

作
手
自
治
振
興
事
務
所 

③
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
信
す
る
。 

 

FAX

37
‐
２
２
１
６ 

④
Ｅ
メ
ー
ル
で
送
信
す
る
。 

 

emtsukude-jichi@city.shinshiro.lg.jp 

※
口
頭
や
電
話
に
よ
る
ご
意
見
は
、 

 

受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。 

※
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
対
す
る
個 

 

別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。
地
域 

 

協
議
会
で
検
討
し
、
地
域
協
議
会 

 

だ
よ
り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
回
答 

 

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

作
手
地
域
自
治
区
予
算
案 

 

へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す 

 

つ
く
で
っ
子
元
気
事
業 

地
域
活
性
化
備
品
充
実
事
業 

防
災
倉
庫
備
品
充
実
事
業 

地
域
安
全
安
心
啓
発
事
業 

 

お知らせ  

【地域協議会の予定】 

◆第６回地域協議会 

・日時 １０月１日（火） 

    午後７時３０分～ 

・場所 作手総合支所第１会議室 

・内容 地域自治区予算事業計画書 

    の作成・決定 

【地域活動交付金事業】 

◆３次募集中!! 

・申請期限 ９月２０日（金） 

・交付金額 １団体当たり 

      上限額２０万円 

※詳細は、８月１６日に全戸配布さ 

 れた募集要項をご覧ください。 

◆地域活動交付金採択事業紹介 

 ありがとう作手開発センター 

 感謝の会【作手を考える会】 

 ８月２５日（日）、９月いっぱい

で閉館となる作手開発センターへの

感謝の会が、作手を考える会主催で

同センターにおいて行われました。 

 合唱、舞踊、リメークファッショ

ンショー、すっきり体操などの発表

のほか、写真、蒔絵、木工、絵画な

どの作品展を来場した２７７名が楽

しんでいました。「作手のみんなが

集まって楽しめるこんな催事を、新

設される施設でも続けていってほし

い」と来場者の声が聞かれました。 


